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北九州市における
中小企業向けDX支援施策

北九州市産業経済局

第１２回北九州市行財政改革推進懇話会
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ポイント
●P3-4 ⽣産年齢⼈⼝の減少に直⾯する北九州市で、企業が経済

活動を維持または持続的に成⻑するには、「労働⽣産性の向上」
「顧客に対する 新たな価値創出」が不可⽋であり、
企業の変革（DX）支援が重要です。

●P5 企業のDXの取組みを加速化させるため、学研都市に
「ロボット・ＤＸ推進センター」を設⽴しました。

●P6,7 また、⺠間企業どおしの活動の活発化を⽬指し、
「システムインテグレータネットワーク(18社)」
「ＤＸ推進プラットフォーム(322社)」なども設⽴しています。

●P8,9 中小企業支援に関し、ＤＸの気づきから、専門家による
アドバイス、診断、⼈材育成、実践時の補助⾦制度など、
切れ⽬のない伴⾛支援を実施しており、これら取組みの結果
「夏のDigi⽥甲⼦園・内閣総理⼤⾂賞 優勝」を受賞しました。

報告２



北九州市の⽣産年齢⼈⼝

55.9 45.9（万⼈）

2015  2025 2035

毎年5千⼈減少
市内従事者数

80％
中小企業

大企業との労働⽣産性の比較

大手

半分以下

中小

⽣産年齢⼈⼝の減少に直⾯する北九州市で、
企業が経済活動を維持または持続的に成⻑するには、
・労働⽣産性の向上
・顧客に対する新たな価値創出 が不可⽋。

（万円／⼈）

ＤＸ推進の背景（⽣産性向上・価値創出の重要性）

全国
1,258

全国535
北九州593

労働⽣産性の向上
・ペーパーレスデータ化

による業務効率化
・ロボットによる自動化
・素早く正しい経営判断

新たな価値創出
・SNS、オンライン活用

による顧客開拓
・既存サービス×デジタル

による新サービス提供 3

市内中小企業の⽣産性向上・価値創出を実現させていく。市内
だけでなく首都圏のリソースも最⼤限活かし、産業界でいち早
くＤＸにチャレンジし、住みよいまちを実現。

・経営者の意識変⾰が求められる
・慢性的な⼈手不⾜
・社内ＤＸ⼈材の不⾜

・古いシステム、ペーパー管理
・システムがバラバラ
・場当たり的な設備投資

・費用対効果が分からない
・予算がない/⾜りない

・⾝近な事例を知りたい
・デジタル機器を体験したい
・ベンダー/専門家と接点がない

・ヒト、モノ、カネ、情報の
全てにおいて課題は山積

・取組みの進度も様々
・ＤＸに取り組む企業の裾野を

広げるとともに、真のＤＸに
取り組もうとする企業を後押し

北九州市ＤＸ推進
プラットフォーム

地域企業の様々な課題 地域産業ＤＸに向けて

ＤＸ推進の背景（⽣産性向上・価値創出の重要性）

北九州市ロボット・
ＤＸ推進センター 4

連携



今年４⽉に、北九州学術研究都市に北九州市ロボット・ＤＸ
推進センターを開設。これまで以上に市内企業のロボ導入・
DX実践に向けた支援を加速。
ロボット・ＤＸ推進センター

北九州学術研究都市
(技術開発交流センター１階）

●⽣産性向上に関する啓発
●相談対応やアドバイス
●ロボット、ＩoＴ、デジタル化などの

先端技術の導入支援
●⼈材育成支援
●地域企業とベンダー、市内大学との連携促進

①導入総合支援機能 ＤＸに向けた総合的な導入支援を実施
②体験機能 デジタル技術やロボットなどを気軽に体験
③⼈材育成機能 企業向け⼈材育成、大学⽣のインターンシップ型アルバイト
④集いの場 地域企業、SIer、大学、⾦融機関等の集いの場を創出

※産学官⾦の連携による充実化を図る

拠点の
機能

業務
内容

場所
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北九州市ロボット・DX推進センター

会長 (株)ドーワテクノス

副会長
(有)ICS 
SAKABE

副会長
ミシマ・オーエー・
システム(株)

副会長 (株)リョーワ

2018
入会 (株)オーネスト

〃 (株)ソルネット

〃
(株)マツシマ

メジャテック

2019
入会 (株)FAサポート

〃 （株）タイヨウ

〃 松本工業(株)

2020
入会 (株)イーモーション

〃 ビープラッツ(株)

〃 三島光産(株)

〃
(株)リベルタス・

アドバイザリー

〃 KiQ Robotics(株)

2021
入会 (株)ケーメック

〃 イントループ(株)
2022
入会 (株)AIBOD

北九州システムインテグレータネットワーク

地域企業のロボット導入、ＤＸ推進をサポートするネットワーク。
ドーワテクノス（会⻑企業）など１８会員で構成。「地元企業の成⻑」に
貢献するとともに「SIer産業の成⻑・拠点化」も⽬指す
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北九州市ＤＸ推進プラットフォーム

DXを推進したい市内ユーザー企業と
デジタル化やデータ活用等を提案できるベンダー企業を
つなぐプラットフォームを創設(令和2.12)。３２２社参加。

会員数 ３２２社（令和４.９時点）
ユーザー企業１８７社（市内企業に限る）
ベンダー企業１３５社（市内外を問わず）

代表企業 (株)YE DIGITAL
事務局 北九州市、北九州産業学術推進機構

プラットフォームでは、
次ページ以降記載のセ
ミナー、相談、補助事
業等を通じＤＸを推進。

労働⽣産性
⾒える化
システム

自社の成⻑度、会
員企業内での⽴ち
位置が把握可能

ニーズ・
シーズ
マッチング
システム

ユーザーニーズと
ベンダーシーズが
把握できスピード
感もって解決可能

現在の取組み

さらなる取組み

プラットフォーム
ホームページ
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ＤＸに向けた切れ⽬のない伴⾛支援体制

ＤＸの気づき・機運醸成
(会員322社)
・ロボＤＸセンター活用
・ＤＸ推進プラットフォーム
・セミナー、導入事例紹介

ＤＸ準備(190件相談対応)
・専門家による相談対応
・⼈材育成
・⾸都圏、学⽣の知⾒活用

ＤＸ実践(73件の実績)
・北九州市独⾃の

補助⾦制度
・モデル企業の創出

生
産
性
向
上

／

新
た
な
価
値
創
出

ＤＸの気づきから、専門家によるアドバイスや診断、⼈材育
成、実践時の補助⾦制度など、切れ⽬のない伴⾛支援体制を
構築し、市内企業の⽣産性向上・価値創出を実現させる。

令和４ ８時点 8



ＤＸ⽇本⼀ 夏のDigi⽥甲⼦園 内閣総理⼤⾂賞受賞
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「北九州市 中小企業のＤＸ支援加速化」が、内閣官房主催
「夏のDigi⽥甲⼦園」で内閣総理⼤⾂賞・優勝受賞。
「全国各地でぜひ参考にしてほしい模範的モデル」との講評。

<審査講評 審査委員⻑ 増⽥寛也氏>
地域産業の土台となる中小企業を対象に、様々な関係者との協⼒関係を
築き上げ、補助⾦に限らず官⺠のマッチングシステム、専門家による
コンサルティングなど切れ⽬がなく多彩な支援メニューを提供することで、
地域を挙げて広域的にDXによる中小企業の⽣産性向上を実現している。
中小企業の支援を⾏うに当たって、全国各地でぜひ参考にしてほしい
模範的なモデルである
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参 考



ＦＡＩＳコーディネータや専門家による伴⾛支援

企業の⽣産性向上・価値創出に向けた相談にワンストップで
対応。FAISコーディネーターや市内企業等の専門家が無料
で対応。１９０件の相談に対し４８３回の専門家派遣を実施。

・ｗｅｂ会議の方法
・オンライン予約システム導入相談
・ｗｉｆｉ等ネットワーク環境構築相談
・効果的なＳＮＳ活用
など多岐にわたる

相談内容
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ワンストップ相談
専用ホームページ

操作体験

ロボット・ＤＸセンターでは、ロボット、デジタル機器等
10種類以上のデモ展⽰を実施。⾒て、触れ、操作すること
が可能。コーディネーターによる説明も実施。

操作教育用ロボット IoT機器（イメージ図）

実習室

模擬組⽴ライン

高速ハンドリングのデモ

展示ルーム
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⼈材育成支援

地域企業の⼈材育成にも貢献。経営者のマインドセット、企
業内⼈材の育成に加え、首都圏⼈材、地元⼤学の知⾒も有効
活用し、企業のＤＸを進めていく。

社
内
⼈
材
育
成

・第４次産業革命への
対応⼒を経営トップ
自らが検討できる
⽇本で唯⼀のビジネ
ススクール開催

・６０⼈以上受講

・現場リーダー・従業員を対象に
デジタル、ＩｏＴを学ぶ講座開催

・１万円以下で導入できるラズベリ
ーパイなど取り組みやすいテーマ

・講座を通じて、ＤＸ実践につなげ
ていく

社
外
⼈
材
活
用

・北九州に貢献したい首都圏の⼈材と
市内企業をつなぐ事業を実施

・令和３年度新規事業
・不動産ＤＸ、事業再構築ＤＸなど

２０件以上の案件創出を⽬指す

・有給インターンシップでは、
企業のデジタル化の課題を、
ＩＴに強い地元⼤学⽣が解決。

・企業のＤＸ推進と学⽣の成⻑の
双方の実現に寄与。地元企業を
知ることで学⽣の地元就職も期待。

経営者のマインドセット 企業内⼈材育成

首都圏⼈材活用 地元⼤学活用
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ＤＸの実践

北九州市独自の補助⾦制度。社員教育や事前検討、システム
導入まで網羅的に補助。専門コンサルによる伴⾛支援も実施。
令和２年度２６件、３年度４７件の支援実施。

デジタル化枠 DXモデル育成枠 DXモデル枠

概要⽬的

中小企業の⽣産性向上を図るため、市内中小企業が実施するDXの各種取組み経費の一部を
補助します。また、申請枠を3段階設置し、中小企業のDX取組み状況に応じた支援を実施
します。

社内の業務効率化から始め
たい事業者様向け

ビジネスモデル変⾰に向け
た戦略策定から始めたい事
業者様向け

新ビジネス創出等、デジタ
ルトランスフォーメーショ
ンを加速させたい事業者様
向け

対象企業 市内に事業所を有する中小企業

交付要件 ⽣産性向上を図るため、当該交付対象者が実施するDXの取組みを支援します

交付上限 最大80万円 最大200万円 最大500万円

補 助 率 対象経費の1/2以内 対象経費の2/3以内 対象経費の2/3以内

対象経費 ⼈材育成・教育経費・製品・サービス・開発経費・システム導入経費・環境整備経費・
付帯経費・その他

11/30まで募集中 14



ロボット・DX推進センターでは、地域企業、SIer、⼤学、
⾦融機関の集いの場を創出。交流会・展⽰会の実施や協⼒企
業等によるセミナー・説明会も企画し、センターが産学官⾦
のハブ機能を果たすことを⽬指す。

九工⼤地域企業

SIer
ネットワーク

導入総合支援
ニーズ

学⽣アルバイト
シーズ

ロボ・デジタル導入
デモ機展⽰

地域
企業の
ニーズ

ロボット・
ＤＸ推進
センター

金
融
機
関

シーズ
ニーズ
情報発信

DX推進
プラットフォーム

産学官⾦のハブ機能
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これら切れ⽬のない支援により市内中小企業のＤＸは着実に進展。
株式会社リョーワは、2022(令和４)年３⽉24⽇、経済産業省の
中堅・中小企業向け「DXセレクション」にて「準グランプリ」受賞。

(株)リョーワ 様
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ものづくりの現場へＤＸ導入 

熱産ヒート(株)様 (有)ゼムケンサービス様

・社員９⼈中８⼈が⼥性の建設会社
・創業以来、男性主体の建設業界で⼥性の活躍を模索

 市や専門機関の支援を受けながら、
ＡＩとオンラインを活用した
現場監督システムを開発

デジタル化により、
建設サービス業への業種拡⼤を図り、

今後５年で、⼥性雇用の拡⼤、売上倍増を⾒込む

デジタル化で⼥性活躍・事業拡⼤へ 

有限会社 ゼムケンサービス熱産ヒート 株式会社

エグゼクティブビジネススクール を受講した経営者がデジタル化に取り組み、事業拡⼤へ 

経験年数が浅い社員

ベテラン社員

同業者へサブスクで販売予定
新たな事業の柱に 

現場

事務所
遠隔

サポート

・溶接前後の熱処理に
利用する加熱装置の
設計・製作を手がける
中小企業

・実父から社業を受け継いだ
⼥性の社⻑がＤＸに挑戦

AIが
指導

 発電所・製鉄所等の⼤型設備工事では、
加熱状況の数⽇間にわたる常時監視が必要

 市や専門機関の支援を受けながら、
効率的・安全に複数の現場を監視できる
自動制御・遠隔監視システムを構築

デジタルを活かし、自社加熱装置の
付加価値を高め事業を拡⼤ 

さらに、３Ｄプリンターを自社開発し、
耐熱部品の受注製造も開始

３年後、会社全体で売上倍増を⾒込む 17

鉄道部品を製造する創業１００年を迎えた中小企業。
企業の⽣産性向上（ロボット,デジタル）、価値創出（新商品開発）、
若者雇用（地元、海外）を同時に進め、次の１００年に挑む。

九州鉄道機器製造(株) 様

⽣産性向上（ロボット導入、デジタル推進）

新商品開発

若者（地元⼤学、高専、タイPIM⼤学）がロボット・デジタルを活用し、会社の成⻑に貢献

デザイン、プログラムスキルを活かしたweb、youtube制作
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IoT⽣産性向上プロジェクトに関連する企業を中心に、同社の呼掛けにより
「北九州IoT実践研究会」が発⾜（令和元年）。同社は、継続的にロボット
導入、ＤＸを推進している。他企業のモデルとなる地域の中核企業。

(株)⼾畑ターレット工作所 様
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60代の2名で運営するリフォーム業。
「インターネットを利用可能になった
ため、業務のデジタル化を進めたい」
とFAISワンストップ窓⼝へ相談。
デジタル化による
業務効率化を図る。

(株)住機ハウジング 様

取組紹介動画→
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